
　附属小学校の泉豊と申します。よろしくお願いいたし
ます。
　附属小学校における本年度の教育実習ルーブリックの
活用としての学生指導の実際についてご説明いたしま
す。本年度は教育実習ルーブリックの完成をめざした運
用の準備段階でした。来年度からの教育実習における教
育実習ルーブリックの活用について，主に教育実習生が
活用した例を紹介しながら成果と課題を示してまいりた
いと思います。
　学部３年生のＡさんは大学の授業での指導を受け，教
育実習前に教育実習ルーブリックの項目に目を通して，
自分がどのステージにいるのかということを確かめまし
た。それから教育実習に臨むにあたってＡさんは一つの
目標を設けました。それは子どもの前に姿勢よく立ち，
発問，板書の整った授業をルーブリックや指導書などか
ら作った計画通りに展開するということです。
　Ａさんは教材研究をしてねらいをもち，教材教具を整
えた授業を計画し，その計画に従った授業をどのように
進めればよいのかということを細かくチェックしながら
授業の準備を進めていったのです。
　Ａさんは後期の本実習の３週間にわたる教育実習の１
週目にも，教育実習ルーブリックに示された項目を見て
どのようなことに留意することが大切なのかを確かめて
教育実習に臨みました。
　ところがＡさんは１週目の終わりに教育実習への自分
の取組を振り返った時，ほとんど教育実習ルーブリック
を見なかったことに気がつきました。同時に目の前の子
どもの姿をもとにして発問や活動を考え始めている自分
に気がつきました。「授業を展開するためにどのような
ことが大切になるかということが少しずつだけれど何と
なくわかってきた」というＡさんの言葉は，教育実習ルー
ブリックやいわゆる指導書だけではできない授業づくり
を感じ始めた姿です。
　２週目に入ったＡさんは子どもの姿から授業を作ろう
と思い始めるようになりました。授業を計画通りに展開
するというＡさんの目標は子どもの考えをつないで作る

授業に変わった
のです。この目
標はお手元の教
育実習ルーブ
リックの４，教
員として求めら
れる教科等の指
導に関する項の
２６，２７，２８，２９などの内容に関すると考えます。
　しかしＡさんはそれら一つ一つを目標として掲げるの
ではなく，教育実習の実際から自分の言葉で目標を設け
るようになったのです。Ａさんを担当した教諭は「この
ころからＡさんの発問や指示が具体的になり，また子ど
もの発言を生かして授業を進めようと努めていることが
伝わってきた」と述べています。
　Ａさんは３週目にも子どもの考えをつないで作る授業
をめざしました。そして日々の子どもの姿をもとに授業
で子どもがどのような考えを述べるのかを予想し，それ
に応じて授業を展開することに力を注ぎました。
　しばらく教育実習ルーブリックを見なかったＡさん
は，教育実習の終わりに３週間の教育実習に取り組んだ
自分を振り返る手がかりとして，教育実習ルーブリック
を見直そうと思いました。Ａさんは教育実習ルーブリッ
クの一つ一つの項目を読みながら，後期の３週間にわた
る教育実習での自分の成長と課題を実感しながら，教育
実習を振り返って授業をしっかりと進めること，児童の
反応をもとに授業を作り上げていくことなどさまざまな
ことを考え，教育実習ルーブリックを利用しながら「取
り組んだ教育実習では，自分自身のことを一番多く考え，
自分の足りないことにたくさん気づくことのできた貴重
な経験になった」という感想をもちました。Ａさんのよ
うに教育実習生の多くは教育実習ルーブリックの項目と
子どもの姿，この二つを往復しながら教育実習を充実さ
せていきました。
　その利用場面は次の二つです。一つは，教育実習に臨
むための利用です。二つは，教育実習中の取組の確認と
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教育実習後の取組の振り返りです。
　また教育実習を担当する教員も教育実習ルーブリック
利用の場や方法は次の二つです。一つは，教育実習生へ
の指導の参考としての利用です。二つは，評価の目安，
観点としての利用です。
　大学の学生，教員と教育実習受入校の教員との指導評
価に関する共通の捉えがあることはとてもよいことと考
えます。今後教育実習の総括としての振り返りや教育実
習ルーブリックの一つ一つの項目の評価だけに終わらな
いよう留意する必要があります。
　教育実習を人間教育の場，キャリア教育の場として捉

えるのであれば，教育実習生が自分の取組を総合的に内
省していくということを大切にしたいからです。
　また指導にあたる私たち教員はチェックのためだけの
教育実習ルーブリックにすることなく，いろいろなタイ
プの教育実習生の個性や持ち味を見極めながら，教育実
習生を指導する一つの拠り所として利用していくことが
大切だと思います。
　よりよい教育実習を作り上げていくための例をほかの
学校に紹介していくようなことも大切だと考えていま
す。以上で発表を終わります。ありがとうございました。

　皆さんこんにちは。上越教育大学学校教育学部４年及
川未希生です。本日は上越教育大学と地域，そして私と
いうことを受けまして，私が上越教育大学でこの４年間
学んできたことをお話させていただきたいと思います。
　まず本題に入る前に私がこの上越教育大学でどんな学
生生活を送ってきたかというのを簡単にお話したいと思
います。私は上越教育大学のフレンドシップ事業であり
ます学びクラブ，「学びの広場」という活動を４年間続
けてきました。この活動は年６回の活動の中で大学キャ
ンパスに子どもたちを呼んで，子どもたちとの関わりの
中から，子どもの理解，それから子ども同士の関係づく
り，それから学生同士を含めた人との関わり合いを学ん
でいく活動です。
　４年間活動していく中で私はさまざまな人や物，場所
と出逢うことでいろんな活動のフィールドを広げていき
ました。このようなバックグラウンドを考えまして，私
は今回出逢いは人生を変えるというテーマで皆さんにお
話をしたいと思います。
　まず初めに「３日に１回」という言葉をキーワードと
して挙げてみました。この「３日に１回」とは本年度，
私が国立妙高青少年自然の家に行った回数です。写真は
本年度の８月に行われました国立妙高青少年自然の家の

主催事業「キャ
ンプとお手伝い
の旅」で，私が
子どもたち５人
とキャンプカウ
ンセラーとして
キャンプを行っ
ている様子で
す。
　３日に１回といいますと１年間におよそ１２０日の，
「本当になんだ，それは」というくらい自然の家に行っ
ているわけですが，一体この１２０日間の間，いったい
何をしているのかというのを次に挙げてみました。
　まず「ボランティア養成所」，それから各種「自然体
験プログラムの体験会」などの各種セミナーの受講に行
きました。それから先ほど紹介しました「キャンプとお
手伝いの旅」，それから今年度から行われております「妙
高フレンドスクール」のキャンプカウンセラーとして参
加させていただきました。それから青少年自然の家を利
用する多くの小学生，中学生，高校生，それから一般の
人の人間関係づくりのお手伝いをする「妙高アドベン
チャー」の講師としても今年度は活動させていただきま
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した。それから妙高親子スキーであるとか妙高感謝祭な
ど，妙高の各種イベントのスタッフとしても参加させて
いただきました。
　このように今となっては自然の家を非常に多く利用し
ているわけですが，実は自然の家を利用するきっかけと
なった活動がありました。それは昨年度行われました「全
国フレンドシップ」という活動です。昨年度で第８回を
数えまして上越教育大学が主管校で開催させていただき
ました。
　この第８回全国フレンドシップで私は実行委員長とい
う立場でやらせていただきまして，５泊６日の長期宿泊
研修を全国９大学の教員養成系の大学の学生たちと子ど
もたちとの関わり方を学びながら，そして教員としての
資質を高めることをねらいとして行いました。
　これを行うことは３年生の春に決まっていたのです
が，やるにあたって上越教育大学が主管校として全国に
誇る活動をしていくためには，妙高というフィールドを
知っていかなければならないと思いまして，３年生の春
先から毎週のように妙高の自然の家に通って，妙高を勉
強させていただきました。
　私はもともと岩手県の山の中で育ちまして，その影響
で妙高自然の家にどっぷり浸かっていくことになりまし
た。３年生の時，それから本年度も参加させていただき
ましたが，文部科学省の委託事業，豊かな体験教育推進
事業の一環として行われております「キャンプとお手伝
いの旅」に２年連続で参加させていただきました。
　１５泊１６日の長期宿泊体験事業，小学４年生から６
年生までの子どもたちが自分たちの力だけで生活してい
く，『「活動プログラムのない」プログラムです』。朝起
きて夜寝るまでの間を，子どもたち自身で考えていくと
いうキャンプです。私はこの中で子どもたちの気づきを
支援しながらサポートさせていただきました。
　それから本年度，全部で３ブロックに分かれて行われ
ました「妙高フレンドスクール」にも参加させていただ
きました。妙高市の小学６年生全員が自然の家で６泊７
日の長期宿泊体験を実施し，夕方から朝方までの子ども
たちの生活指導，それから最終日のオリジナル活動のサ
ポートをしてきました。
　自然の家に通って行く中で教育実習に生きる部分が多
くありました。３年次はご存じのとおり分離方式の教育
実習ということで，上越市立古城小学校の５年生を担当
させていただきました。５月に１週間行ったあと，私は

その研究期間を使って自然の家に行きました。ちょうど
キャンプとお手伝いの旅に参加させていただき，子ども
たちの前でどのように立って，どのような目線で子ども
たちと関わっていくことが大事なのかということを学ば
せていただきました。
　それから本年度は上越市立直江津中学校の体育科で３
年生を担当させていただきました。国立妙高青少年自然
の家で学んだこと，得たことが基とのなり，自信をもっ
て子どもたちの前に立て，余裕をもって教育実習を進め
ることができたと感じています。先生方からも非常に高
い評価をいただきまして，私自身も充実した教育実習を
送ることができたと感じています。
　ここで４年間を振り返ってみたいと思います。まず１
年目，フレンドシップ事業学びのひろばに１年生の時か
ら参加していますが，高校生に毛が生えた程度の私たち，
入学した時に一番ありがたかったのは１年生の時から子
どもたちと関わる体験というのが多くできたということ
だと思います。子どもたちとの関わる楽しさ，自分がな
ぜ先生になりたかったのかなというその初心に戻るよう
な気持ち，そういうものを気づかせていただいたと思い
ます。
　そして２年目，学びのひろばは２年生が主体として活
動していきますので，２年目に早くも子どもたちの前に
率先して立っていかなければいけないという状況になり
ます。
　その中で思うように子どもたちが動いてくれなかった
り，それから学生をうまくまとめることができなかった
りというようなところで，自分たちの実力のなさという
のを知ったのかなと思います。
　その中で３年生になって２年目を踏まえて実力とは何
か，自分は子どもたちの前に立つために何が必要なのか
ということを考え，私は妙高に頻繁に通うようになりま
した。そこで得られた理論やスキル，子どもたちの前に
立つために子どもたちの注意を引き付けるためにはどう
すればよいのか，そういうことを考えていく中で，教育
にはバックグラウンドが必要なんだなということを考え
ました。
　先ほどもお話しましたが，小学校実習の研究期間，キャ
ンプとお手伝いの旅という貴重な体験をさせていただき
まして，経験，理論的な考え方に触れる機会がありまし
て，子どもたちの前に立つためのバックグラウンドの構
築，それから体験学習法，プロジェクトアドベンチャー
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の考え方などを学ぶことで，小学校実習を進めていく上
で大きな力になったと思います。
　４年目は第８回全国フレンドシップを皮切りにキャン
プとお手伝いの旅の２年目に参加させていただき，それ
から妙高フレンドスクールにも３回参加させていただ
きました。それから先ほどお話しました妙高アドベン
チャーの講師としても，本年度は新潟県，県外も含めて
およそ２０校程度の子どもたちの自然体験学習のサポー
トをさせていただきました。
　このような４年間を踏まえてフレンドシップ事業，上
越教育大学ではこの１年目，２年目にまず自分の実力，
それから子どもたちとは何なのかというところを知る。
それから小学校教育実習を含め，自然の家等ボランティ
アを重ねる中でそれを学びとっていく。その学びとった
理論やスキルというのをまた教育実習で試していく中
で，また今後のさらなる課題というのを見つけてこれた
のかなというのを感じています。
　私は，来年度大学院へ進学してさらに勉強したいと思
いまして採用試験は志願しませんでした。その中でなぜ
来年大学院に進学しようかなと思ったかというのは，こ
の大学，特に僕が感じていることなんですが，教員にな
ることがゴールの学生が多いのではないかなというのを
感じています。採用試験をパスすれば自分の夢は達成だ。
でもそれはおかしいんじゃないかなと思います。今お話
の中でもあったように，これから教員になる私たち学生

としては，教員になってから何をしたいのかということ
を考えていくことは非常に重要なことなのではないかと
私は考えております。
　私の中で何かが足りなかったのです。あと２年この上
越で学ばせていただきたいなと思いまして大学院に進学
することにしました。後ろに後輩がたくさん来ています
が，私は教員になるのがゴールではないんだということ
を皆さんにお伝えしたいなと思います。
　この上越教育大学で非常に多くのことを学ばせていた
だきました。すばらしい仲間にも巡り合えました。先生
方にも出会えました。すばらしい地域の方々に支えられ
ながら４年間を送ることができました。その中で私はこ
こで学んだことを生かしつつ，私は私の道で教員の道に
入っていきたいなということを強く感じています。
　本日は出逢いは人生を変えるというテーマでお話を進
めていきましたが，最後にあいだみつをさんのこんな詩
を送りたいと思います。「その時の出逢いが人生を根底
から変えることがある。よき出逢いを」ということで，
皆さんに最後にこの詩を送って終わりにしたいなと思い
ます。
　あと２年間私は上越でさらに勉学に励んで頑張ってい
きたいと思います。そして２年後には必ず教員として現
場に出て，日本の未来を背負っていけるような存在にな
りたいなと思っておりますのでどうぞよろしくお願いし
ます。本日はご清聴どうもありがとうございました。
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